
　　　これは意外に難しい。企業的な雰囲気の中
で教育をするが、学士号を出す以上、学術的学力
も担保する必要があります。カリキュラムを作成し
てみると、教育の比重がとても大きくなります。
従来の大学では、学術的研究に打ち込める環境と
資金が用意されていますが、我々のところはそこ
が手薄です。本学では、企業における学生の演習
課題のステージが上がるにつれて、研究提案をで
きるようになる可能性があります。しかし、産学共
同で企業と一緒に研究を進めるにしても、我々の
側がスタッフをどう確保するかに困ってしまいま
す。
　一方、日本の企業はある面での技術やスキル
にとても深みがあるけれど、他の専門分野への繋
がりの中で広がりを持たせるという横展開という
点で十分ではない面があり得ます。そこを大学が
SDGsなどの観点から潜在的な課題に結び付けて
解決していこうとなれば、企業側もスタッフを確
保してくれる可能性が出てきます。専門職大学で
も持続的に研究活動をしていくには、そういう方
法が良いかもしれないと思っています。

　　　最後に、実務家教員を目指す実務家にアド
バイスがありましたら。

　　　技術の分野では、昔
から日本技術士会などに優
秀な技術者、専門家が数多
く居られますし、経営面で
のご経験をお持ちの方も多
く居られます。私が所属し
ている電気学会にもプロフ
ェッショナル制度というのが
あり、技術講習会などが活
発に行われています。そう
いう技術者はいくらでも実
務家教員になれるでしょう。
　もともとそうした人材が育
つ「田んぼ」はあったのです
が、そこから人材を引っ張り

出すための「トラック」がなかった。技術者はだい
たい無口ですから、内向きにやっていると外から
は何をやっているのか見えない。彼らを外に引っ
張り出すしくみを作ると、それが社会とつながりを
作ることになるでしょう。
　企業にいると、仕事上の上下関係があり、段階
的に職位が存在しますから、こんな問題があると
上の人が言えば、トップダウンでスーッと話が通じ
ていきます。しかし大学の場合は間がなく、先生
とつながるのは直に学生。何も分かっていない学
生が先生の方を向いて信頼の目で見てくれるよう
になるためには、トップダウンで仕事をしてきたと
きのやり方や心構えをスパッと捨てなきゃいけませ
ん。
　「君たちは学生なんだから…」なんて上から見下
ろすような言い方をしたら、すぐにサーッと引かれ
てしまう。技能や学術の深さよりも、人間としての
魅力がないと絶対ダメですね。胸襟を開き、同じ
目線で一緒になって交われる心持ちと言葉遣いを
できることが重要だと思います。

　　　TEEPにとって貴重なヒントをいただけまし
た。ありがとうございました。

　　　松井先生は名古屋工業大学の学長経験もおあ
りですのでまず伺いたいのですが、大学によって実
務家教員に期待することはだいぶ違うのではないで
しょうか。

　　　私は2004年から2010年にかけて名工大の学
長を務めました。当時、国立大学法人化の動きの中
で、名工大も名大と合併するべきだという議論があ

ったのは事実です。その裏話は別として、名工大が
単独で存在するためには、名大と違う特徴を打ち出
さなければなりませんでした。その特徴の一つは産
学連携、もう一つは国際交流でした。そのときに教
員でもない、事務職員でもない人材が必要だったの
です。
　従前の大学の国際交流とは、海外の大学と親しい
先生を中心に、周りの先生を引き込んでルートを作
るというやり方でした。しかし、これは大学のいわば
中小企業的な活動。国の国際交流部門とはまったく
関係なく行われます。

　進化型実務家教員養成プログラム（TEEP）では、多職種連携によるPBL（課題解決型学習）を重視
しています。実務家教員が自身の経験から学んだことをわかりやすく伝え、より効果的な人材育成を
担うためには、どのような能力・スキルを修得していくべきか。名だたる企業で活躍した経験を持つ
エキスパートが専任として指導を担当している名古屋国際工科専門職大学の松井信行学長にお話を
伺いました。
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TEEPコンソーシアムでは、2024年度以降も、「進化型実務家教員養成プログラム」を引き続き開講いた
します。これまでの4つの専門コースに加えて、5つ目の「まちづくりコース」を新設することになりました。
地域課題の解決に関心がある方、Webにてご確認ください。 https://teep-consortium.jp/
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専門職大学から見た実務家教員の理想像



一方、文科省には国際交流部門があり、外務省とも
連携して膨大な情報を蓄積しています。それが大学
には質、量とも十分には届いてこない。そこで私は
文科省の国際化担当の職員を名工大に招こうと思い
ましたが、どういう職位で迎えればいいのかが問題に
なりました。各方面と大変な調整をした上で准教授と
して迎え入れたところ、やはり情報量が格段に増えま
した。そうした人材の受け入れ方は、今もどの大学に
とっても大きな課題でしょう。

　　　その後、2021年に設立された名古屋国際工
科専門職大学の学長に就かれました。

　　　専門職大学というのは、日本の大学が弱かっ
た職務教育に焦点を当てています。あくまで学術を
ベースにした教育で学士号も与える仕組みですが、
教員構成は4割以上が実務家教員です。また、カリ
キュラムには4年間で600時間の学外実習があるの
ですが、インターンのように単に学生を企業に社会
勉強に送り出すのでなく、企業と大学と学生の3者で
共通課題を設定し、その課題を解決するための実習
を行います。学生は、工程表を作成して進捗を管理し、
日報を書き、社員と同じ環境で働きます。その日報
を企業も大学もチェックします。きちんとカリキュラ
ムの中に位置付けた実習でなければいけないので、
学術教員と実務家教員がコンビでプランニングをし

ます。両者は連携が難しい場合もありますが、幸い
なことにうちの大学は「せーの、ドン」で一緒にスタ
ートしたので、抵抗は一切ありませんでした。
　他にも、科目間の内容調整というのは、従来の大
学では各教員に任されていることも多いのですが、
「せーの、ドン」でスタートしたうちの大学では、そ
れがスムーズにできます。「この数学はここにつなげ
るための数学で、これとこれを叩き込むことになって
いるんだ」などと実務家教員が納得できて初めて学
術教員と連携できる。そうした地ならしもしつつ、ト
ライ&エラーで進めているのがうちの大学の実態で
す。

　　　今までTEEPでもそこまで踏み込んだ話はして
いませんでした。それは実務家教員を受け入れる大
学によってさまざまな差があるのが実情だからです。

　　　大学としては産学連携や地域連携、国際交流
や留学生支援などに力を入れたいのに、一般的な学
術教員はあまり関わってくれません。それに対して実
務家教員はそういうところにこそ力を発揮してくれま
す。
　例えば産学連携で大学が企業に研究成果を発表す

るポスターセッションなどの場を設けても、その資料
は細かい文字でびっしり研究成果を書いた非常に読み
にくい体裁になっています。しかし、実務経験のある
教員であれば、もう少し行間を開けたり、図を配置し
たりして、とても見やすいポスターにガラッと変わり
ます。
　自分のやっている研究がどこまで進んでいるのか、
実現したら世の中がどう変わるのかといったことを企
業の人たちに理解してもらうためには、学会で発表す
るような資料の作り方じゃダメなんです。そういうと
ころが実務家教員の活躍の場になると思います。

　　　地域連携や産学連携コーディネーターなどの
役割も大きくなっており、そうしたポジションも視野
に人材を育てなければなりません。

　　　地域との関係でいうと、いわゆる「Z世代」の
学生たちは私たち世代のように24時間働くよりも「何
のために働くのか」などを考え、自主的にNPO活動
などもします。その旗振り役は少し上の世代の社会経
験を持った人たちで、大学とは別のところで集まった
り企画の場を作ったりしています。そういうところに
未開拓の畑があるのではないでしょうか。
　社会貢献というほどでもなく、ベンチャー企業にす
るほどでもなく、ただサークルのように自主的に集ま
るだけですが、その中にデジタルに強い人がいたり、

多様な人が集うようなところに、TEEP修了生のよう
な人たちの活躍の場があるかもしれませんね。
　アメリカの高齢化したある地域での話ですが、オン
ラインで医療情報を届けるために地元の大学生が高
齢者の家に行ってスマホの使い方を教え始めたそうで
す。すると高齢者もすぐ使い方をのみ込めた。しかも
大学生は孫みたいでかわいくてしょうがないから、こ
れから毎週来てねなんてことになり、交流が継続する
ことになる。
　企業経営者目線なら、日本でもすぐにできることが
いっぱいあると気付きます。会議室で議論していても
何も出てきません。現場を知っていて、こういうこと
に気付く旗振り役の人たちの活動に大学がちゃんと関
わると、彼らも自分の後ろには大学が付いているとい
うことで、活動しやすくなります。そういう意味では
大学は権威のあるところですから。

　　　今回、私たちは文科省の「持続的な産学共同
人材育成システム構築事業」の中で実務家教員に焦
点を当てた事業を展開しています。仮に専門職大学
で同事業があったとしたら、どういった仕組みになる
でしょうか。　

大学と企業・地域との間に
未開拓の活躍の場
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